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近
代
地
代
理
論
に

つ
い
て

近

代

地

代

理

論
に

つ
、
い

て

第
四
+
六
春山

二
八

第

「
號

】
二
八

岡

4一 鞠
口

死

闘

近
代
地
代
理
論
が

一
碧

馨

稗

質
を
そ
の
籔

・
し
て
有
し
て
ゐ
・
・
と
は
何
人
も
認
め
ね
ば
な
・
ぬ
。
併
し
な
が
ら
こ
れ

が
近
代
地
代
理
論

に
の
み
見
㊤

ご
れ
・
饗

宴

へ
て
は
な
ら
な
い
。
讐

古
-

フ
・

ン
ス
に
於
て
セ
・
は
号
口
づ
て
み
る

「轟

な

る
土
地
に
生
産
せ
ら
れ

る
小
護

手
傷

、
肥
料
等

に
多
く
農

用
を
必
要
と
し
、
撃

な
・
土
地
に
生
奪

ら
れ
る
小
謹

・
手

へ

あ

欝

の
た
め
の
畜

は
・
・
僅
少
で
潜
む
が
、
地
代

・
し
て
の
支
崖

ポ

大
で
あ
る
。
・
れ
ら
の
客

用
の
よ
っ
て
来
る
寓

は

種

々
で
あ
る
が
、
馨

鋳

し
毒

つ
欝

は
同

一
で
墓

。」
と
。
更
に
7
・
レ
ン
ツ

三

ス
ト
・
ダ
も
次
の
如

く
述
べ
て
里

の

ヤ

へ

立
場
を
示
し
て
ゐ
・
.
即
ち
、「
よ
り
劣
箋

・
土
質

を
も
つ
土
地
の
耕
作
・
笙

級
の
土
地
に
於
け
・
地
代
生
成

の
前
提
克

る
ペ

ヘ

へ

き
必
然
は
な
い
。
そ
の
地
代
は
む
し
ろ
嚢

譲

を
よ
り
劣
等
な
宝

地
蓬

嚢

せ
ら
れ
・
原
因
で
あ
っ

て
彙

で
は
な

い
」
学

セ
イ
は
既
に
土
地
用
役
の
穰

と
し

て
σ
地
代
を
勢
銀
、
及
暮

春
利
子
と
完
全

に
里

の
原
則
の
走

立
つ

も
の
と
し
て
把

へ
た

の
で
あ
。
。
近
代
地
代
理
論
は
苦
口
ふ
ま
で
も
な
く
、
地
代
を
土
地
用
役
に
封
し
て
支
控

れ
た
馨

・
し
て
・
從
っ
て
費
用

の

萎

素
を
構
成
す
る
と
の
.基
本
的
認
識
の
上
に
建
設
せ
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

。
て
日取
近
に
於
て
地
代

の
馨

的
性
質
は
う

り

コ
.
バ

了

ネ

の
禁

中
に
著
し
き
特
色
・
以
て
あ

・
は
れ
て
ゐ
翻
・
彼
は
リ
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カ

ル
ド

オ
地
代

論

の
根
本
思
想

は
正
し
き
も

の
と
認

め

て
み

る
。

し
か
も
彼

は
土
地

と
そ

の
他

の
生
産

に
使
用

せ
ら
れ

る
機

械
類

と

の
間

の
差

異
を
何
等

重
要
視
し

て
は
居

ら
な

い
。
バ

・
ー
ネ
が
、

レ
オ

ン

・
ワ

ル
ラ
及
び
パ

レ
ト
と
結

ば
っ
て
述

べ
る
と

こ
ろ

の
均

衡

理
論
内

部
に
於

て
は

土
地
は
他

の
生
産
諸
要
素

と
並
列
的

「
肢
彊
を
形
成

し
、
そ

の
利
用

に
よ
り

一
の
債

格
、
帥

ち
地
代

が
獲
ら

れ

る
。
こ

の
債

格
を
制
約

す
る
原
因

と
し

て
、
稀

少
性

、
需
要

に
封
ず

る
土
地
用
役

の
限
定
性

の
事
實

が
取
り
上
げ

ら
れ

る
が
、
そ

の
際

明
か

に
、
方

法
論

的

に
正
當

に
も

土
地
段
階
間

の
費
度

の
差
異

と

い
ふ
前
提

を
捨
象
し
、
從

っ
て
豊
度

の
差
異

で
は
な
く

て
稀

少
性
が
正

に
地
代
形
成

の
終
局
原
因

と
し
て
解
明

せ
ら
れ

て
居

る
が
、
稀
少
性
要

因

に
あ
た

へ
ら
れ

た
決
定
的
意
義
は
甚

だ
巧
妙

に
.

説
明

せ
ら
れ

て
み

る
。

こ
の
貼
彼

の
地
代

理
論

は
カ
ツ

セ
ル
の
そ
れ

に
甚

だ
近

い
も

の
と
考

へ
ら
れ

る
。

よ
0
鋭

く
地
代

の
償

格
性
質

を
究
明

せ
る
他

の
近
代

理
論
家
は
即
ち

ヨ
ー
ゼ

フ

・
シ

ユ
ム
ペ
一
夕

一
滴
、
あ

る
。
彼

の
地
代
論
も

元

來

古
典
學
派
並
び

に
所
謂
新
古

典
學
汲

の
差
額
地
代

理
論

を
基
礎

と
し
て
、
そ
れ

よ
り
出
蛮

し
な
が
ら
、
そ
れ
等
を
止
揚

し
た
も

の

と
言

は
れ

て
る
る
。
彼

に
於
て
我

々
は
明
確
な

る
地
代

の
債

格
理
論

を
捉

(
得

る
と
信
ず

る
故

に
、
以
下
少
し
く
詳
細

に
、
彼

の
地

代

理
論

に
批

評
を
加

へ
る
こ
と
な
く
紹
介

し

て
見

よ
う
。

シ

ユ
ム
ペ
ー
タ

ー
は
曰
く

「
我

々
の
膿
系
内

で
は
総

て
の
土

地
は

一
義

的

に
規
定

さ
れ

た
債
値
及
び
贋

格

を
も
ち
、
ま
た
そ
れ

ら
は
淺
鹸

一
切

の
財

貨

の
贋
値

及
び
債

格
と
全
く
同

一
の
仕
方

で
説
明

せ
ら
れ

全
く
同
様

の
形
式

的
法
則

に
從

ふ
の
で
あ

嶺
」
と
。
彼
は
均
衡
理
論

の
函
激

的
性
質

に
鷹
じ

て
徹
底
的

に
「
土
地

の
便
格

は
國
民
経

済

内

の
淺
絵

一
切

の
贋
格

に
封

し

て
、

一
般

に
住
民

の
人

口
、
勢
働
力

、
欲
望
方
向

、
杜
會

的
結
合

の
組

織

、
技
術

の
歌
態

、
現
存
財

貨

の
数
量

と
種
類
等

、
國

民
経

濟

の
す

べ
て
の
條
件

に
射
し

て
、
〔
他

の
慣

格

と
〕
同
様

の
作
用
及
び
交

互
作
用

の
關
係

に
あ

る
、
こ

の

の
事
實

は
悉

く
何
れ

の
上
地

の
便
格

に
も
あ
ら
は
れ

る
」

と
の
命
題

を
主
張

す

る
。
か
く

て
地
代
は
本
質
的

に
は
勢
銀

と
決
し

て
相

・

近
代
地
代
理
論
に
つ
い
て

第
四
+
六
巻

=

一
九

第

一
號

一
二
九
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近
代
地
袋

論
に
。
.
て

第
・
+
六
巻

三

・

第

蚕

≡

。

異
す
る
と
こ
ろ
は
無
い
の
で
あ
・
。
蓋

し
審

學
的
襲

は
純
類

論
射

し
て
は
原
則
・
し
て
は
取
る
に
足
ら
ぬ

も
の
で
あ
る
か

ら
、
し
ば
し
ば
あ
げ
ら
れ
。
土
地
の
特
殊
的
性
質
も
茎

ム
ペ
多

ゐ

見
地
か
ら
す
れ
ば
、
理
論
的
分
析
濁

し
て
ほ
決
し
て
決

定
的
な
意
撃

持

っ
て
は
屠

ぬ
。
、取
も
強
く
表

せ
ら
れ
る
窄
.
常
と
す
る
叢

の
不
可
裡

鋳

し
て

も
蛮

當

せ
ぬ
・
何
故

な
ら
空

方
に
於

て
は
如
要

る
財
も
聾

姪
円
建

る
も
の
で
は
な
く
、
他
方

に
於
て
は
土
地
の
量
暴

く
固
定
芸

も
の
で
は

な

い
。

勿

論

土
地

供
給

の

弾

力
性

は

一
般

に
資

本

.及

び
勢

働
・の
そ
れ

と
は

小

な

の
を
.常

と

す

る
け
托

ど

も
。

シ

ユ
ム
.＼
ー
タ

ー

り
乳

ユ

ロ

デ

ロ

ほ

ノ

稚

よ
れ
ば
、
統

一
的
な
賃
墾

或
は
利
黍

が
語

ら
れ

る
と
同
様
に
、
里

的
魏

代
筆

形
成
す
・
・
と
は
可
能
で
あ
る
蓬

だ
土
地
昔

腰

つ
い
て
の
か
は
り
に
、
各
土
地
歪

・
そ
の

特
殊

の
幾
禦

を
含
む

土
留

役
・
つ
い
て
鞍

喜

ね
は
奮

ぬ
。

「
か
出
る
壷

用
役
翁

。
て
は
、

一
切
の
他
種
の
財
貨
翁

三

、
と
↑

同
捲

、

一
の
統

一
偵
察

存
立

・
・
債
鐘

論

特

に
ま
た
畠

馨

の
嚢

は
、
淺
墜

切
の
債
格
に
封
』

、
と
同
じ
且

つ
同
じ
制
限
の

も
と
に
・
土
地
用
役
に
も
暮

す

阜

里

纂

か
ら
集

る
地
代
の
實
際
の
翼

は
こ
の
理
論
・
決
・
て
矛
盾

棄

す
も

の
で
は
な
・
・
何
警

ら
竺

の
土
謹

他
の

土
地
よ
り
正
。
多
く

の
摺

高
畠

地
用
役
を
示
す
も
の
で
あ
・
か
ら
、

一
の
幽
羨

な
・
耕
地
を
持
つ
た

人
は
賀

ポ

少
ぐ
肥
沃

な
。
耕
舞

薯

よ
り
多
く
の
地
代
鑑

得
す
を

二

・
と
は
里

肥
獲

の
下
で
大
な

・
籍

の
土
誹

薯

が
小
な
る
霧

の
所
薯

よ
、
多
く

の
地
代
。
得
る
と
同
煙

出
然

の
・
と
で
あ
る
.
磐

の
見
蟹

從

へ
ば
・
土
幣

役
の
軍

一
難

を
前
提
し
・

從
つ
垂

の
地
袋

キ
繭

提
す
る
こ
　

出
来
れ

ば
、
又
・
れ
そ
れ
特
殊
の
地
代
奮

・
て
・
種

々
の
土
地
用
役
も
認
め
歪

と

が
出
来

る
。

へ

も

更
に
彼
の
地
代
理
論
を
よ
り
明
繋

・
し
む
・
た
め
・
古
典
幾

代
論
蛎

・
て
芒

た
批
判
董

約
す
を

と
に
　

芸
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.

.榔

ベ

ー
タ

ー
の
古
典
派

地
代
理
論
解
繹
及
び
ど

の
貼

に
於

て
そ
れ
ら

を
止
揚

し
た
と
看
做

し
て
み
る
か
を
究
明

し
た

い
σ

リ
カ

ル
ド
オ
は
そ

の
有
名

な

る
差
額

地
代
理
論

に
よ

っ
て
、

一
方

に
於

ザ、
彼

の
膿
系

を
完
結

し
、
他
方

に
於

て
地
代

理
論
創
造

へ

の

一
般

の
要
望

を
満

足

せ
し
め
た
。

そ

の
結
果
こ

の
理
論

は
甚
だ
的
確

で
あ
り

、
現
實

に
合
致
す

る
様

に
思

は
れ
た
。
當
時

、
地
代

ヘ

ミ

理
論

が
彼

の
鎧

系

の
他

の
諸

瓢

よ
り

も

よ
り

多
く

の
贅

成

を
得

て
居

た

の

は
決

し

て
偶

然

で

は

な

か

っ
た
。

シ

ユ
ム
ペ

ー
タ

ー
は

こ

の

こ

と

に
聞

し

次

の
如
く

述

べ

て
居

る
。

「
こ

の
剰

齢

思

想

(閑
塾

9

巴
σq
①
翁

島

。
)
が

地

主

の
成

立

及

び
存

在

に
非

常

に

び

つ
た

り

愛

當

し

、

か

の
剰

絵

の
嚢
見

が
實

際

肯

綮

に
當

る
和

ぐ

見

え

る

に

し

て
も

、

こ

」
で
注

意

せ

ね

ば
な

ら

ぬ

の
は

、
か

」
る
所

得

部

門

に
封

し

て
眞

に
特

殊

理

論

が

必
要

で

あ

る
か

の
如

く
見

え

し

め

る
事

情

、
換

言

す
れ

ば

、
耐

會

團

欄

中

に
於

け

る
地

主
階

級

の
特

徴

的

な

る
位

置

ま
叔

飛

電

箪

蓬

餅

内

生
.貫

を
聯

つ
も

り
で

ま

な

ρ
と

り
己

と

6
ら

る
。
b～
し

'P
ハ

』
る
葺

齎

ま

生
な

肉

醤

割

栗

ζ
友

隔子

ノ

日L
ξ

一ノ
.!
.
,引兀
到
ぜ一
.ぞ
.E
イ

ノ
.」

-,,

`

し

,
、

《
O

`

で
7

駅6
プ
.
,冨
.
.
1巾,
フ

ノ
.一1
一一一を

四
一川
名
π崖

一【「
.
ぽ
屋

下

7
石

イ

す

る

。
即

ち

、
地

代

に
獅

自

の
理
論

が
見

出

さ
れ

、

土
地

に

は

、
資

本

及

び
鼻

働

に
安

當

す

べ
き
も

の

と
異

っ
た

一
の
認

識

が
な

さ

る

べ
き

で
あ

る

と

い

ふ
こ

と

は

ア
プ

リ
オ

リ

に
自

明

の
こ

と

で
は

な

い
。

何

故

な

ら
純

粋

理
論

の
立

場

か

ら
完

全

に
本

質

上

同

一
な

り

と
判

断

さ

る

べ

き
維

濟

的

基

底

の
上

に
立

っ

て
、
碕

甚

だ

し
く

異

れ

る
肚

會

的
構

成

を
形

成

し
得

る
も

の
で
あ

る

か
ら

。

土
地

が

の

純
粋
経
済
的

に
考

へ
て

一
特
殊
地
位

を
持

つ
か
否
か
は
、
從

っ
て
疑
問

で
あ

る
。
」
と
。

こ
れ

シ

ユ
ム
ペ
ー
タ
ー
の
古

典
學
派

へ
の
卒

直

な
る
問
題
提
起

と
見
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。

シ

ユ
ム
ペ
一
夕
ー
の
古

典
學
派

へ
の
批
判

は
就
中

そ

の
地
代
理
論
成
立

の
前
提

に
射
す

ぬ
コ

る
吟
味

に
集
中

せ
ら
れ

る
。

リ
カ

ル
ド
オ
地
代
論

の
第

一
の
前
提

は
市
場

に
於

て
、

一
物

一
債

の
法
則
に
從

ひ
等
し
く
あ

ら
ね

ば
な

ら

ぬ
所

の

一
の
あ
た

へ
ら
れ

た
慣
格

で
あ
る
。
第

二
は

、
す
ぐ
れ

た
土
質
並

び

に
位
置

の
土
地
が
比
較
的

に
訣
乏
し

て
る

る
こ
と
、

第
三
は
、

こ
れ

と
反
封
に
、
最
劣
等

で
は
あ
る
が
、
尚
耕
作

は
な

さ
れ

て
居

る
程

の
土
質

の
土
地
が
磐
富

に
存
在
す

る
こ
と
。
第

四

近
代
地
代
理
論
に
つ
い
て

第
四
十
六
巻

=
「=

第

}
號

一
==

7)

8)
9)
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近
代
地
代
理
論

に
つ
い
て

　
鞍

篇
諜

禁

蜘轄

熱

鐙

匙
・ぬ齢華

華

欝
辮
瀦
撚
鋭灘
灘

騰

　　騰欝

麟
難

雛
華
酢鰭

鑑
蜂
辮
嚇鐸

轍

鷺
離

離
難

靴
鰭

雛

餐

、る
も
の
で
あ
る
.
不
均
等
な
る
利
潤
率
の
　

　

・
　

・
し
て
利
　

代
と
飼

。
。
。
ぺ
-
夕
-
は
か
く

の
如
き
㎝剛
提

の
説

明
の
後
、
次
の
如
垂

・

「
か

・
る
馨

短

墾

」
も
雰

舞

づ
け



ら
れ
ぬ
形
式
的
鑛

に
よ
り

、
・
カ

ル
,
オ
は
常
に
研
究
す
・
の
で
あ
る
。
L
と
♂
留

・
云

・↑

タ
ゐ

地
代
論
は
を

る
諸
前

提
芒

に
蓬

て
ら
れ
た
の
で
あ
・
。
…

ぺ
多

能

於
て
見
・
れ
・
如
き
鷺

螺

湘
的
思
想
を
含
歪

め
す
し
で
地
代
の
便

格
理
論
を
展
開

す

る
こ

、
う
み
は
グ

ス
タ

フ

・
ヵ
ツ

セ
ル
の
な
す
と
こ
ろ

で
あ

る
。

カ
ツ

セ
ル
は
地
代

を
土
地

の
本

源
的

な
不

可
壌

的
な
力

の
利

用
に
支
梯

は
れ
た
債

格
と
見

δ
。

ヵ
ッ

セ
ル
の
鵬

系
中

に
於

て
は
債

権
輩

純
に
決
定
す
る
確
定
原
因
は
爆

錦

代
を
支
配
す
・
、
ま
た
地
代
の
存
在

鋳

す
・
決
定
的
原
因
は
塾

せ
る
壷

利
用

射

す

。
需
要
を
制
限
す
・
必
然
性
以
外
に
は
見
・
れ
ぬ
。
・
れ
す
べ
て
の
馨

婆

當
す

る
と
・
ろ
で
あ
る
・
生
塗

萎

る
土

地
利
用
の
稀
少
性
は
決
し
て
絶
射
的
の
も
の
で
は
瞥

、
馨

的
意
味
に
於
て
量

地
の

星

塵

が
存
在
す
・
・
土
地
の
肥
沃
度

市
場

へ
の
距
繋

ぴ
耕
地
LG
と

、
の
諸
能
力
は
驚

く
の
方
響

・　

影
響

せ
ら
特

・
し
、
又
そ
れ
ら
籍

建

る
護

に
よ
つ

ザ、
、
た
と
へ
経

水
及
び
藩

の
設
傑

　

又
憲

網
の
設
置
等
に
　

創
造

せ
・
れ
・
所
の
讐

で
あ
る
・
か
く
の
如
く

星

奪

、
れ
た
L
壷

の
供
給
の
大
さ
は
を

の
如
・
仕
方
で
獲
・
れ
た
爺

裂

か
ら
期
待

せ
ら
・
べ
濫

振

存
す
る
の
み
書

す
、
土
地
製
造
の
生
産
費

。
も
依
存
し
て
み
る
.
そ
し
て
・
の
生
奪

・
れ
た
土
地
の
供
給

の
大

・
は
・
土
地
袈

の
供
給
鶉

に

影
響
芸

た

へ
る
こ
と
・
　

、

自
然

土
地
の
地
代

・
も
亦
作
用
す
・
.

・
て
土
地
地
袋

・
の
性

警

從

っ
て
稀
少
な
る
生
産

案

の
馨

。
あ
ら
は
す
・
ら
ば
、
必
然
的
に
地
代

の
馨

形
鐘

馨

於
・
・
何
等
か
の
特
殊
地
位
鋳

・
て
・
少
し
の
鯵

も

残
さ
れ
て
居
ら
。
。
.
カ
ツ
セ
ル
の
考
に
從

へ
ば
、
馨

機
禁

同
時
・
あ
・
ゆ
・
驚

、
聖

生
産
物

の
並
び
に
譲

妻

の
債

権
。
決
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
代
は
も
は
や
を

・
謹

の
第
二
次
的
・
彙

と
し
て
観
察
せ

ら
れ
得
ぬ
・
殊
に
ヵ
ツ
セ
ル
は
か

、
る
簡
碧

因
謁

係
を
経

済
的
均
需

題

の
解
決

方
法
・
し
て
既

・
否
定
・
て
突

か
・
。
彼

の
繋

於

け
る
因
果
關
係
は
原

近
代
地
代
理
論
に

つ
い
て

第
四
+
六
巻

一
三
三

篁

號

;

三

10)

II)G・Cassel;Theore
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近
代
地
代
理
論
に
つ
い
て

第
四
十
六
巻

一
三
四

第

}
號

一
三
四

則

と
し

て
は
函
数

の
性
格
が
あ
た

へ
ら
れ

る
所

の
相
互
的

な
も

の
で
あ
る
。
何
等

か
の
土
地
地
代
が
確
定

せ
ら
れ

ぬ
か
ぎ
り
、
代
用

の
法
則

に
從

っ
て
こ
の
面
積

上

に
投

下
せ
ら

る
べ
き
資
本

並
び

に
勢
働

の
量

は
全
く
決
定

せ
ら
れ
す

に
置

か
れ

る
。
他
方

又
技
術
係

藪

の
極
大

の
結
合
を
見
出
さ
ん
が
た

め
に
は
、
後

の
二
つ

の
生
産
要

素
即
ち
資
本

と
勢
働

の
償
格
が
ま
つ
あ
た

へ
ら
れ

ね
ば
な
ら
な

い
。

か
く

て
カ
ッ

セ

ル
の
膣

系
内
部

で
は
何
等

か

の
債
格
形
成
.要
素

の
序

列
を

つ
ぐ
り

あ
げ

る
こ
と
は
不
能

で
あ

る
。
カ

ツ

セ
ル
リ

の
ぶ
る
経
済
均
衡
の
理
論
は
あ
ら
ゆ
る
能
動
的
な
価
格
決
定
原
因
i

そ
の
中
に
は
土
地
利
用
の
稀
少
性
も
属
す
る
ー
ー

の
並
列
を

要
.求

す

る
。

土
地
用
役
も
亦
生
産
費
中
に
計
算

せ
ら
れ

る
と

い
ふ
こ
と
は

一
の
自
明

の
結
果

と
見
ら
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
カ

ツ
セ
ル
は

こ
の
生
産
費

を
決
し

て

マ
ー
シ
ャ
ル
の
意
味

に
於
け

る
「
努
力
並

び
に
犠

牲
」
と
定
義

せ
す

、
そ
の
艦
系
中

で
は
純
粋

に
交

換
経
済
的

概
念

で
あ
り

、
一
の
名

目
的
な
大

さ
を

あ
ら
は
し

,債

格
形
成
過
程

に
於

て
そ
れ
は
決
定

せ
ら
れ
た
。
決

し

て
す

べ
て
の
投

下
せ
ら
れ

た
現
物

の
生
産
手
段

量

の
、絡
計

の
意
味

に
於
け

る
實
物
生
産
費

と
し

て
あ
ら
は
れ

る
も

の
で
は
な

い
。
勿
論

こ

の
名

目
的

な
カ
ッ
セ

ル
の
費
用
概

念

に
封

し
て
異
論

が
な

い
わ
け
で
は
な

い
。
だ
が

ヵ
ツ

セ
ル
の
費

用
概
念

に
よ
り

て
、
ミ
ル
、
マ
ー
シ
ャ
ル
に
爾
働

い
て

み

る
所

の
地
代

を
費

用
要
素

と
し
て
親
祭
す

る
こ
と
に
射
す

る
あ
ら
ゆ

る
形
式
的
な
障

害
が
簡
軍

に
消
滅

し
た
結
果
か
ら

見

て
、
近

代

地
代

理
論

の
立
場

よ
り
す
れ

ば
、
注
目
す

べ
き

一
の
進
歩

を
と
げ
た
と
見

ら
れ

よ
う
。

こ
」
に
費

用
原
理
は
普
遍
姿
當

性
を
獲
得

す

る
。
何

故
な
ら
ば
今
や
リ
カ

ル
ド
オ

の
理
論

に
於
け
る
如
く
限
界
生
産
物

に
於

て
の
み
費
用
と
債

格
と
が
照
慮
す

る
に

と
ど
ま
ら

す

、

こ
の

一
致
は
静

態
を
と
れ

ば
す

べ
て
の
生
産

に
於

て
實

現

せ
ら
れ

る
。
從

っ
て
カ
ツ

セ
ル
は
彼

の
債

格
構
成

の
究
明

を
限
界
耕

地
に
移
す

必
要

は
な
く

、
土
地
利
用
を
債

格
機
構

か
ら
切
り
放

す
あ
ら
ゆ

る
理
-田
は
な
く

な

っ
て
み

る
。
む
し
ろ
地
代
問

題

の
原
則

的

な
解
決

は
筋

に
債
格
構
成

の

一
般
理
論
中

に
含

ま
れ

甲、
居

り
、
そ
れ
は
た
だ
地
代

の
創

出

と
結
び

つ
ぐ
特
殊
過
程

の
研

究
に
よ
り



カ

補

足
を
必
.要

と
す

る
の
み
で
あ

る
♂

カ
ツ
セ
。
は
彼
の
地
代
原
理
の
本
質
を
暴

・る
か
ぎ

り
明
確
揺

華

た
・
・
、
嚢

地
代
の
導
崖

際
・

て
次
の
前
葉

ら

墨

し
て
み
る
.
帥
ち
土
地
は
麗

に
於
て
も
里

の
性
質
暑

・
、
鑓

差
響

生
す
べ
高

等
の
條
件
も
存
奪

ぬ
・
す
る
と

地
代
髪

は
明
か
に
土
黎

稀
少
の
揚
A.
に
の
み
な
・
れ
、
・
の
魏

の
稀
少
性
地
代

は
カ
ッ

・
ル
寛

解
に
よ
れ
基

地
地
代

の
中
心
的
窪

質
を
示
す
。
。
か
し
藻

の
揚
望

地
の
稀
少
性
は
決
・
・
固
定
的

・
欝

を
示
す
も
の
で
は
な
く
て
・
む
し
ろ

こ

の
稀
少
性
は
同

塵

上
へ
の
資
本
並
に
勢
鋤
の
蓬

　

、
棊

墾

地
の
聞
齧

・
邊

和
せ
ら
れ
る
・
し
か
し
第

寿

能
性
、
即
。
藷

、
乗

の
婁

に
よ
.。
土
地
利
用
の
代
用
は
牧
雛

減
誘

の
馨

簑

つ
か
る
・
こ
の
代
用
鑛

は
カ
ッ
セ
ル

の
地
袋

論
に
射
し
一、
茎

.＼
婁

破
る
墓

を
箋

、
管

、
土
地
の
案

・
蕩

、
畢

・
翌

的
な
代
用
可
能
性
の
認
識

は
馨

。
、
羅

な
る
古
血
無

電

代
謬

伝
よ
り
精
篶

・
し
め
は
・
た
.
争
議

護

握

格
を
あ
た
へ
ら
れ
た
る
も
の
と

考

へ
る
な
ら
ば
、
代
用
の
原
理
は
.笑

窪

を
あ
げ
る
に
は
如
何
・
・
割
合
で
個

・
の
婁

が
結
合
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
撰

定

㎡
る
.

「代
用
の
原
理
は
、取
後
に
生
産
に
投
下
せ
・
れ
た
相
互
・
代
嵜

能
の
葦

重

星
が
里

贋
讐

す
る
こ
毒

求
ナ

る
。」
こ
れ
で
生
霧

、
生
揚

馨

.
骨
朗
董

霧

へ
の
垂

は
決
定
せ

・
れ
、
均
纏

系
・
於
て
適
當
な
る
生
霧

警

量

に

次

の
如
き
條
件
に
よ
り
決
定
苦

れ
る
、
帥
ち
全
土
撰

用
籍

及
び
・
の
土
地

・
港

代
用
原
理
に
よ
り
決
定
せ
ら
れ
た
案

及

募

働
の

是

数
、互
が
必
要
と
な
つ
}、居
る
と
い
ふ
.
我
・
は
竃

如
在

方
で

一
の
均
衡

・
到
芒

・
こ
議

袋

蟹

つ

。
。
め
る
、
栗

、
藁

出
講

に
封
ず
る
割
A、
が
決
定
鳶

・
.
か
嵩

時
・
葎

限
萎

代
用
簿

よ
り
決
定

せ
。
れ
る
.
。
の
限
叢

が
よ
り
少
く
肥
沃
・
蓮

進
・

・
れ
・
・
.
地
代
は
・
童

で
・
な
く
差
額
牧
釜
と
し
て
あ

ら
は
れ

近
代
地
代
理
論
に
つ

い
て

第

四
十
六
巷

「
三
五

第

一
號

「
三
五
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近
代
地
代
理
論
に

つ
い
て

第
四
+
六
巷

=
一一六

第

一
號

=
二
六

る
が
、
こ
の
差
額
牧
盆
は
決
し
て
地
代

の
本
質
を
詮
明
手

、
そ
の
本
質
は
常
に
そ
の
稀
少
便
格
と
し
て
の
そ
の
性
質
中
に
求
め
ら

へ

も

る

べ
き

で
あ
る
と
す

る
。

「
優
良

地
と
競
印

し
得

る
よ
り
劣

等
な

る
土
地

の
同
時
的

皮
存
在

は
恐
ら
く
は
上
述

の
稀
少
債

格
を
幾
分

か

お
し
下
げ

る
こ
と
を
得

る
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ

に
も
拘

は
ら
す
、
地
代

に
射
し
本
質
的

に
相
異

る
性
質

を
あ
た

へ
得

ぬ
♂
」
と
。

カ

ゆ

ツ

セ
ル
に
よ
れ

ば
.
地
代

は
債
,格
形
成
過
程
に
於

て
吹

の
如
き
重
要
な

る
任
務
を
持

つ
、
即
ち

そ

の
任
務

と
は
種

々
な

る
土
地
生
産

物

(、
の
需
要

を
同

}
形
式

で
、
即
ち
種

々
な

る
土
地
生
産
物

の
土
地
利
用

に
封
ず

る
要

求

乃
各

々
く
篠
じ

τ
囹
恨
.し
L

っ
C
ヌ

こ
七

,

」

剛
`
'.

1
正

・
p.「
「
1

,
ゴ
一
工
.N

二

地

の
種

々
な

る
目

的

の
た

め
の
使
用
を
調
紮

す

る
と

い
ふ
任
務

で
あ

る
。

こ

の
任
務
を
地
代

は
同

一
土
地

に
生
塵

せ
ら
れ

る
各
生
産

物

の
生
産

費

の
主
要
.部
分

を
構
成
す

る

こ
と
に
よ
り
は
た
す
。

二

上
蓮

の
如
く
近
代

地
代

理
論

は
地
代

の
他

の
所
得
に
比
し

げ、
の
特
殊
性
を
抹
殺
す
る
。

こ
の
理
論
は
あ
ら
ゆ

る
所
得

の
構
成
を
軍

一
の
債
格

的
設
明

と

い
ふ
躊
型

の
中

に
お
し

こ
め
よ
う

と
欲

す

る
。

そ
し
て
今

日
国
民
経

濟
墨

に
於

て
は
経
済
學

が
た
だ
債
格

理
論

と
し

て
の
み
思
惟

せ
ら
れ
得

る
と

の
理
論
的
立
場
は
著

し
ぐ
亜
目
遍

化
し
て
み

る
。

か
や
う
な
見
解

は
土
地
所
得
、
地
代
を
、
他

の
所
得

、

部
門

、
た

と

へ
ば
資
本
利

子
或

は
墨
銀

に

つ
い
て
ま
さ

に
成

功
し

て
み
る
と
同
様

に
統

一
的

に
便
格
現
象

と
し

て
論
明

せ
ん
と
努

め

る
。
け
れ

ど
も
所
得
を
簡
軍

に
生
産

に
使

用
せ
ら
れ
た
生
産

要
素

の
債

格
と
し

て
取
扱
は

ん
と
す

る
こ

の
仕
方

は
す

べ
て
の
所
得
部

り

門

の
説
明
に
等
し
く
直
ち
に
適
用
出
來

る
と
は
考

へ
ら
れ
な
唾
。
資
本
利
チ
が
貸
付
け
ら
れ
た
資
本

の
便
格
と
し
て
或
は
鼻
銀
が
雇

傭
勢
働
の
債
格
と
し
て
解
明
せ
ら
れ
得
た
と
し
て
も
、
企
業
者
利
潤
の
説
明
に
あ
た
っ
て
こ
の
方
法
は

一
膝
行

つ
ま
る
。

と
い
ふ
の

は

こ
の
所

得
は
多
く

の
揚
A
。
企
業
募

務

の
便

格
に
相
當
す

る
よ
り
は

る
か

に
高

く
な

っ
て
居

る
か
ら

で
あ
る
・

又
・
元
来
籍

所

t5)
16)
r9)

G・Cassel;a.a.0.S.263-4.

G.Casbe1;a.a.O.S.266.
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得
は

一
の
経
螢
内
で
所
得
が
そ
の
享
有
者
に
贋
格
の
形
態
で
安
排

は
れ
る
も
の
で
あ
る
が
こ
の
所
得
は
企
業
者
に
何
人

の
手
か
ら
も

り

支
梯

は
れ

ぬ
も

の
で
あ

る
。
と

こ
ろ
で
地
代

の
場

合

に
は
、

こ
れ

を
直
接

に
便
.格

の
形
態

で
説
明
す

る
こ
の
仕
方

は
拒
ま
れ

る
。

と

い
ふ
の
は
か

」
る
仕
方

で
は
、
何
が
地
代

で
あ

る
か
.
そ
れ
は
如
何
に
構
成

せ
ら
れ

る
か
は

,地
代
が
他
人
に
役
立

て
る
た
め

に
賞
典

せ
ら
れ

た
土
地

に
封
ず

る
債
格

で
あ
り

、
地
代

の
大

さ
も

土
地
所
有
者
が
賃
借
土
地

の
利
用
者
か
ら
利
用

の
封
債

と
し
て
幾
何
を
獲

得

し
能

ふ
か

と

い
ふ
程
度

に
答

へ
ら
れ

る
に
す
ぎ
ぬ
か
ら

で
あ

る
。

こ
れ
が
小
作
料

以
外

の
も

の
で
な

い
の
は
明
瞭

で
あ

る
し
、
實

際

こ
の
地
代
解
繹

に
從

へ
ば
小
作
料

と
笠
置

せ
ら
れ

て
も

止
む
を
得

ぬ
。

と
こ
ろ
で
小
作
料

は
即

ち
私
法
的

な
契
.約

の
結
果

と
し

て

そ

の
大

さ
か
ら
云

へ
.ば
相
嘗

に
攣
化
す

る
、
し
か
も
現
實

の
経
済

生
活

に
あ

っ
て
は
、
元
来

必
す

節
代

が
餅

に
形
成

せ
ら
れ

た
後

に

の
み
あ

ら
は
れ
且

つ
作

用
し
は
じ
め

る
所

の
攣
勒
し
易

い
要
素

の
影
響

の
下
に
置
か
れ

て
居

る
.、
我

々
が
か

㌧
る
要
素

と
し
て
先

づ

第

一
に
地
代

に
吹
に
小
作
人

の
企
業
者
利
潤

に
課

せ
ら
れ

る
所

の
釈
税

を
指
摘

せ
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
こ
れ

は
こ

曳
で
事
新

し
く
説

明
す

る
ま

で
も
な

い
の
で
あ

る
。

近
代

地
代

理
論

は
地
代
を
小
作

料

と
同

一
覗
す

る
と

い
ふ
非
難

に
射
し

て
は
近
代
地
代

理
論

は
次

の
如
く
答

へ
る

で
あ
ら
う

、
即

ち
、
地
代

と
小
作
料

と
を
混

同
す
る
な

ど
思

ひ
も
よ
ら
ぬ
、
た
だ
地
代

の
高

さ
が
小
作

料
額

、
或

は
自

己
経

管
土
地
な
ら

ば
、
獲
得

可
能

と
思

は
れ

る
小
作
料
額

に
よ
り
決
定

せ
ら
れ

る
と
主
張
す

る
に
過
ぎ

ぬ
と
。

こ
れ

に
掛
し

て
又
次

の
如
く
欠
u
へ
ら
れ
ね

ば
な
ら

ぬ
、
帥
ち
地
代
i

こ
」
で
は
土
地
所
有
か
ら
流
れ
出
る
所
得
、
特
殊
の
性
質
を
有
す

る
所
得
を
こ
の
各
稻
を
以
て
呼
ぶ
も
の
で
あ

る
が
、
-

は
自
然
法
則
に
依
鎌
す
る
経
済
現
象
で
あ
り
、
我

々
の
前
に
自
然
事
實
の
結
果
と
し
て
、
且
つ
私
有
櫻
に
由
来
す
る
法

的
秩
序

の
結
果

と
し

て
あ
ら
は
れ

る
も

の
で
あ
る
。
而
し

岬、
こ
の
故

に
、
私
有
櫨

が
法
的
秩
序

と
し

て
現
存
す

る
限
り
消
滅

す
る
こ

近
代
地
代
理
論
に
つ
い
て

第
四
十
六
巻

=
二
七

第

一
號

=
二
七



近
代
地
代
理
論
に
つ
い
て

第
四
十
六
巻

一
三
八

第

一
號

=
三
八

と
は
あ
り
得

ぬ
。
小
作
料
は
併

し
な
が
ら
、
私
有

樺
制
度

が
依
然
保
持

せ
ら
れ

た
ま

」
で
法
的
秩
序

か
ら
除
去

せ
ら
れ
得

る
所

の

一

現
象
・で
あ

る
。

こ
」
に
究
明

す

る
見
解

は
二

つ
の
本
來

の
性
質
上
根
本
的

に
相
異

す
る
も

の
、

一
の
自
然
経
済
的
な

る
も

の
と
、

一

の
法
的
な

る
も

の
と
を
混
同
す

る
。

こ
れ

に
よ
り
我

々
は
國
民
経
済
學

へ
の
私
経
済
的
観
察
法

の
侵

入
を
思

ひ
浮

べ
る
。
地
代

は

一

の
困

民
経
済
的
現
象

で
あ

り
、

こ
れ

に
反
し

て
小
作
料

は
た
と

へ
そ
れ

に
は
国
民
経
済

の

一
現
象

が
、
即

ち
地
代

が
實
際

上

基
底

と

し
て
役
立

つ
と
は
…冨
ふ
も

の
の
、
あ
ら
ゆ

る
場
合

に

一
私
経
済
現
敦

で
あ

る
。

今

土
地
所
有
者

に
、
私
有
構
は
完
全

に
保
持

せ
ら
れ

て
居
り
な
が
ら
、
不
動
産

を
賃
貸
す

る
こ
と
を
禁

ぜ
ら
れ
た

と
假
寇
す

る
。

か

」
る
こ
と
は
発
く

起
り
得

ぬ
こ

と
と
は
言

ひ
得

ぬ
。

か

」
る
規
定

は
恐
ら
く

私
有
権

の
著
し

い
制
限
と

し
て
感

ぜ
ら
れ

る
に
は
相

違
な

か
ら
う
が
、
兎

に
角

か

」
る
規
定

に
よ
り
良

き
結

果
を
あ
げ
得

る
も

の
と
確
信

す
る
所

の

一
の
経
済
政
策
論

は
存
在

す

る
。

と

こ
ろ

で
あ
ら
ゆ

る
土
地
所
有
者

が
彼

の
土
地
を
自

ら
経
管

す
る
様

に
強
制

せ
ら
れ

る
と
す
れ

ば
、
上
述

の
理
論
的

立
場

よ
り
す
れ

ば

地
代

は
存
在

を

や
め

る
筈

で
あ

る
。
從

っ
て
す

べ
て
た
だ
彼
等

自
身

の
土
地

の
み
を
経
管
す

る
で
あ

ら
う
農
業
者

の
所
得

中

に
は
企

業

者
利
潤

の
み
見

ら
れ

る
が
、
地
代

の
性
格
を
有

す
る
特
殊
要

因
は
全
く
見

る
こ
と
が
出
来

ぬ
こ
と
に
な
る
。

こ

の
こ
と

は
少
く
と

も
あ
り

そ
う

に
思

は
れ

ぬ
。
諸

々
の
土
地

の
肥
沃
度

及
び
位
置

の
差
異

は
上

の
場
合

に
す
ら
農
業
生
産
者

の
所
得
中

に
、
個

々
の
生

産
者

の
生
産
條
件

の
間

の
差
異

が

は
る
か
に
容
易

に
消
滅

し
得

そ
れ
程
固
定

的

で
な

い
所

の
工
業
生
産
者

の
所
得

に
あ
ら

は
れ

る
差

額

よ
り
も
、
は

る
か

に
き
び
し
く
且

つ
常
住
的

に
働

き
か
け

る
こ
と
で
あ
ら
う

。
土
地

に
あ

っ
て
は
こ
れ

と
反
封

に
こ
の
差
異

は
自

然

の
壁
化
し
難

い
性
質

を
持

つ
、
そ
れ
故

に
土
地
所
有
者

の
所
得
中

に
は
か

」
る
假

定
的
な
場
合

に
す
ら

、
常
住

的
に
、
我

々
が
他

郷

の
生
産
者
の
所
得
中
で
は
求
め
て
も
徒
勢
で
あ
る
何
等
か
の
要
因
が
度
合
に
強
弱

の
差
は
あ
る
に
せ
よ
兎
に
角
あ
ら
は
れ

て
み
る
こ



と
で
あ
ら
う
。

こ
れ
正
に
地
代

で
あ
る
。

債
格
的
地
代
論

の
不
畳
旧
は
他
の
側
面
か
ら
も
指
導

・
れ
得
・
.
小
作
料

は
・
の
高
・
か
ら
言

っ
て
も
決
し
て
地
代
と
相
芒

き

、
の
で
は
な
い
.
小
作
料
が
地
代

に
等
し
い
・
と
が
、
換
享

れ
ば
小
作
料
が
業

利
子
並
び
に
勢
銀

と
並
列
的
な
潔

を
な
す
ご

、
が
暮

あ
る
、
す
れ
ば
、
現
實
に
小
作
人
の
毒

示

作
料
は

奮

禦

・
驚

部
分
か
・
成
る
か
が
問
題
と
な
る
・
我
々
の

意
見
で
は
小
作
人
は
小
作
料
を
塊
袋

ら
轟

ふ
、
・
の
地
代
は
土
地
義

の
隠

欝

毒

と
し
て
小
作
人
の
蓄

に
集
ま

。
も

の
で
あ
り
、小
作
料
冷
麦

禦

に
、あ
る
時
は
彼
の
企
馨

利
潤
か

・
壇

・
、
他
の
時
・
は
皇

の
利
ハ斐

め
に
少
し

く
切

り
塞

、
る
、
後

の
曇

。
に
は
彼
留

ら
の
傘

者
利
潤
藷

・
・
の
で
あ
る
.
・
の
両
者
の
い
つ
れ
が
生
起
す
る
か
は
小
作
齧

り

諸
條
件
と
繋

差

物
の
鰹

形
態

倭

字

・
.
・
之

禦

せ
・
砦

見
解
の
藻

か
ら
一'
れ
ば
・
聖

誕

　

壽

　

　

ロ
　
ヨ

ニ

ノ

ベ
魯
示

作
料
は
何
簿

殊
舞

的
縫

丸善

・
ぬ
、
む
・
・
璽

荏

班

所
薯

・
小
作
料
額
姦

の
所
得
申
よ
豊

に
砦

槽

の
流
場

と
し
一、
暑

私
法
的
な
契
約

の
董

・
し
一、
轟

ふ
で
脅

・
.
を

る
仕
方
で
は
小
作
料
額
晴

か
に
馨

馨

の

所
得

の
ゑ

田
な
縮
少
を
輩

す
る
で
あ
ら
一つ
.
と
こ
ろ
で
・
・
で
は
・

・
.
す
べ
て
の
所
得
部
門

は
そ
れ
を
生
来
す
べ
童

の
根
本

的
な
藩

的
擁

を
有
し
ザ、
み
る
.
案

利
子
及
募

銀

の
場
合
に
は
、

・
れ
は
、
賞
典
せ
・
れ
た
そ
し
て
出
奪

ら
れ
た
栗

或

は
需

せ
、
れ
寡

働
中
の
嚢

釜
を
提
供
す
・
能
力
で
あ
る
.
だ
が
我
・
が

・
の
特
種

質
握

ひ
地
代
と
記
し
て
み
る
壷

所
得
に
あ
コ

、
は
、
他
の
肥
姿

の
叡

小
・
・
或
は
鐘

h
馴

利
・
ゑ

地
・
比
較
・
三

定
段
階
の
肥
沃
肇

地
の
特

。
め
,
ま
れ
る
位
置

に
.
。り
供
せ
、
れ
・
あ
ら
ゆ
る
生
肇

の
緩

性
が

・
の
架

的
基
響

欝

す
る
・
こ
の
生
産

の
有
利
性
が

農
企
響

を
し
甲、
小
作
料
額
の
毒

を
畢

な
ら
し
め
て
み
る
.
農
筆

者
は
、
彼
が
土
地
所

薯

髪

控

ね
ば
な
ら
ぬ
所
得
部

近
代
地
代

理
論
に
つ
い
て

第
四
十
六
巻

=
二
九

第

一
號

=
二
九

,



近
代
地
代
理
論
に
つ
い
て

第
四
+
六
巻

丙

。

笙

號

西

。

分
が
彼

の
企
薯

霧

以
外
に
舞

の

一
葉

的
基
底
を
持
た
ぬ
と
す
れ
ば
、
農
業
土
地
を
小
作
す
る
量

を
喜

ぬ
で
あ
ら

う
こ

と
は
、彼

の
企
業

の
た
め
に
貸
興
せ
ら
れ
た
栞

に
霧

の
驚

を
見
ぬ
場
合
に
は
,利
子
を
轟

ふ
・

と
を
誓

で
あ
ら
う
と
霧

に
同
墜

、
あ
。
。

か
一
の
如
再

嫁
根
鵠

基
底
が
存
在
誌

と
す
れ
ば
、

恐
ら
く
如
理

る
葉

菜
も
景

さ
れ
な
い
で
あ
ら

う
。
暫

長
短
の
葎

あ
る
と
レ

、
小
作
契
約

の
時
間
的
限
定
は
小
作
料
禦

地
代

の
経

と
し
て
禦

せ
ら
る
べ
き

と
を
不
能

な
ら
し
め
る
。
周
知
の
如
く
、
小
作
人
は
世
界
大
戦
後
潮
来
し
疫
農
業
好
景
気

の
時
代
に
は
宵
ぎ
契
約

の
存
続
し
て
み

る
所
に
放
て

は
超
過
利
潤
を
獲
得
し
た
、
即
ち
、
利
潤
の
形
で
彼
等
に
地
代
が
あ
た

へ
ら
れ
た
。
そ
の
後
の
低
き
霧

馨

の
時
代

に
は
二

部

は
會

も
尚
書
婆

述
べ
て
み
る
が
、
彼
等
が
企
馨

利
潤

と
考

へ
た
所
禦

ら
、
小
作
料
を
遭

せ
遅

な
ら
ぬ
こ
と
を
・

こ
ぼ

も

へ

し
て
み
た
。
。
の
揚
A
。
に
は
小
作
料
は
地
代
よ
・
も
　

大
で
あ
る
。
以
上
述

べ
來

つ
た

と
・
う
か
ら
小
箱

と
地
代
毒

同

視

す
.⇔
こ
と
は
排
馨

ら
れ
、
地
代
は
そ
の
特
殊
性
警

も
と
づ
出・
そ
の
生
成
が
他
の
珪

萎

に
聾

す
・
他

の
種
類
の
所
得
か

ら

明
瞭
に
架

的
量

別
せ
。
れ

る
こ
と
と
結
論
し
う

・
で
あ
ら
う
。
上
述

の
批
評
が
純
瞥

穰

論
的
性
格

を
彗

た
近
代
的
地
代

論

に
の
み
姿
當

す

る
こ
と
は
こ

」
に
断

る
ま

で
も
な

い
の
で
あ

る
。


